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今月の表紙「はっけよーい　のこった！」

広報あしきた　12 月号

　12 月４日に行われた七浦ちびっこ相撲大
会で、奮闘するちびっこ力士。愛らしくも力
強い取り組みに歓声と笑い声があがっていま
した。大会結果は来月号に掲載します。
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/芦北に残る文化遺産

お知らせ
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/おすすめ図書
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田浦裕一さん肉牛チャンピオン

/星野富弘美術館だより不知火海に浮かぶ
　

海
の
貴
婦
人
が
「
虹
色
」
に

　

白
い
帆
を
上
げ
て
浮
か
ぶ
姿
が
海
の
貴

婦
人
に
例
え
ら
れ
る
う
た
せ
船
。
11
月
12

日
に
計
石
漁
港
で
開
催
さ
れ
た
芦
北
観
光

う
た
せ
船
ま
つ
り
で
は
虹
色
に
輝
く
う
た

せ
船
が
不
知
火
海
（
八
代
海
）
に
浮
か
び

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
内
に
２
箇
所
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー
発
電
所
を
運
営
す
る
ス
パ
ー
ク
ス
・
グ

リ
ー
ン
エ
ナ
ジ
ー
＆
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式

会
社
（
通
称
：
Ｓエ
ス
ゲ
ッ
ト

Ｇ
Ｅ
Ｔ
）
が
、
熊
本
地

震
か
ら
の
復
興
祈
願
も
踏
ま
え
企
画
し
た
、

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
虹
色
う
た
せ
ぶ

ね
』
で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
太
陽
の
笑
顔
」
を
う
た
せ
船
の
帆
に

　

全
国
の
小
学
生
が
描
い
た
「
太
陽
の
笑

顔
」
約
１
０
０
０
点
が
集
ま
り
、
う
た
せ

船
の
帆
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
ま
し
た
。
町
内

の
小
学
生
か
ら
も
７
３
６
点
の
原
画
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
原
画
を
町
内
の
小
学
生
や
住
民
な

ど
が
１
週
間
を
か
け
、
う
た
せ
船
の
帆
に

転
写
、
絵
付
け
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
帆
は
、
観
光
う
た
せ
船
の
レ

デ
ィ
ー
ス
船
に
取
り
付
け
ら
れ
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
う
た
せ
船
の
体
験
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
が
行
わ
れ
、
乗
船
客
が
沖
合
に
浮
か
ぶ

虹
色
う
た
せ
ぶ
ね
を
船
上
か
ら
見
学
し
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
、
観
光
う
た
せ
船
の
シ
ー
ズ
ン
に

入
る
来
年
春
以
降
に
は
再
度
虹
色
の
帆
を

上
げ
る
う
た
せ
船
の
姿
が
見
ら
れ
る
見
込

み
で
す
。

うたせぶね
虹
に じ い ろ

色
絵付け作業を行う小学生

にぎわいを見せた観光うたせ船まつり

人 口　　　１８，１４４人　  （−２０）
男 　　　　８，５４６人　  （−　５）
女 　　　　９，５９８人　  （−１５）

65 歳以上　　　　７，２８７人　  （−　７）
世 帯 数　　　　７，４０４世帯（−　１）
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皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
民
生

委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
「
民
生
委
員
」）

と
呼
ば
れ
る
人
た
ち
が
い
る
の
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

民
生
委
員
は
県
知
事
か
ら
推
薦
さ
れ

て
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま

す
。
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相
談

に
応
じ
、
必
要
な
援
助
を
行
う
人
た
ち

で
、「
児
童
委
員
」
を
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

児
童
委
員
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
見

守
り
、
子
育
て
の
不
安
や
妊
娠
中
の
心

配
ご
と
の
相
談
、
支
援
な
ど
を
行
い
ま

す
。
一
部
の
児
童
委
員
は
児
童
に
関
す

る
こ
と
を
専
門
的
に
行
う
主
任
児
童
委

員
の
指
名
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
内
に
は
65
人
の
民
生
委
員
が
お

り
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

を
め
ざ
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

安心して暮らせる地域をめざして

地域の身近な相談相手 民生委員・児童委員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　近年、核家族化の進行や人と人とのつながりが希薄化している中で、
地域社会で孤立する家族や高齢者の一人暮らし世帯が増加傾向にあり
ます。そこで地域の身近な相談相手として必要な支援を行う人たちが
います。

関
係
機
関
と
の
つ
な
ぎ
役

　

民
生
委
員
は
特
別
な
資
格
を
持
っ
た

専
門
家
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
場
で
解

決
で
き
な
い
問
題
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
合
は
行
政
や
専
門

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
問
題
解
決
を
図

り
ま
す
。

　

民
生
委
員
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
内
容

は
多
岐
に
わ
た
り
、
複
合
的
な
課
題
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
支
援
に

つ
な
げ
る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
習
得

な
ど
、
研
修
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
行
事
な
ど
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
、
地
域
住
民
と
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　私たち民生委員は地域の人が元
気に心豊かに暮らし、お互いに支
え合う地域づくりをめざして活動
しています。
　地域の福祉推進員と情報を共有
して、困っている人がいないかア
ンテナを張り巡らせています。地
域の人の悩みを聞き、手を差し伸
べることができるのが民生委員で
す。民生委員だけでは対応が難し
い問題は関係機関につなぎ、解決
を図ります。
　災害時は弱者支援など隣近所の
助け合いが欠かせません。活動を
通じて地域住民の心を結びつける
潤滑油の役目も果たしていきたい
ですね。

芦北町民生児童委員協議会会長

江島茂松さん
主任児童委員

本山洋子さん

　主任児童委員になって、登校時
の見守りを続けています。子ども
たちが元気にあいさつをしてくれ
ることがうれしいですね。夏休み
には子どもたちと一緒に朝のラジ
オ体操にも参加しています。
　子どもたちとは、私が趣味で習
っている踊りを一緒にしたり、学
校と連携してグラウンド・ゴルフ
大会をしたりしてコミュニケーシ
ョンを図っています。その中で、
家庭の問題や不登校の相談などを
受けることもあります。
　そうしたふれあいを大事にして、
引きこもりや閉じこもりにならな
いように、地域の行事などへの参
加を促していきたいと思います。
　

地
域
住
民
の
立
場
で
地
域
の
見
守
り
や
相
談
・
支
援
、

地
域
福
祉
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　

　

民
生
委
員
は
、
地
域
に
埋
も
れ
て
い

る
悩
み
事
や
問
題
を
見
つ
け
、
解
決
す

る
手
助
け
を
し
ま
す
。
高
齢
者
や
障
害

者
世
帯
の
見
守
り
や
子
育
て
支
援
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
の

全
て
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と
な
る
人

た
ち
で
す
。

もやい祭りで餅つきをする民生委員の皆さん

INTERVIEW

民生委員制度は平成 29 年

に創設 100 周年を迎えます。

地域の身近な相談相手　民生委員・児童委員
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浦　郁子
【田浦１・２】

☎︎（８７）０５４０

村中正和
【田浦３・４】

☎︎（８７）０４５６

門田文子
【田浦町１・２の一部】

☎︎（８７）１７３１

堀田伸一
【田浦町１の一部】

☎︎（８７）２０６８

赤山幸子
【田浦町２の一部】

☎︎（８７）１３１２

山崎眞理子
【田浦町３・４】

☎︎０９０（５４８０）９２７１

猪木正文
【小田浦１・２】

☎︎（８７）０２２８

岩本省三
【小田浦３・４】

☎︎（８７）０００８

内田まち子
【小田浦５】

☎︎（８７）１０４９

平野次好
【小田浦６・７】

☎︎（８７）１４０７

太田　安
【海浦１】

☎︎（８７）１４７４

永野ゆき子
【海浦２】

☎︎（８７）１２３１

板平ちか子
【波多島】

☎︎（８７）０１９５

牧　正德
【井牟田１・２】

☎︎（８７）０８３１

溝口　傳
【横居木】

☎︎（８７）１０３９

田
浦
地
区

吉
尾
・
大
野
地
区

松田修二

【大岩１・２・永谷】

☎︎（８３）０５７４

【岩屋川内・黒岩】

☎︎（８３）０２３７

寺口玲子
【吉尾・市居原】

☎︎（８３）０３１９

瀬口秀子
【箙瀬】

☎︎（８３）００４１

渕上忠義
【上原・内木場】

☎︎（８３）０４３９

【海路・高田辺】

☎︎（８３）００４３

渕上義勝
【白石・小口】

☎︎（８４）０７１４

山元久光寺本久壽郎
【鶴木山】

☎︎（８２）３７５０

【計石西】

☎︎（８２）２７５１

江島茂松
【大丸団地・計石東】

☎︎（８２）３３６２

黒田良子松村　悟

白坂光雄
【白岩】

☎︎（８２）３０３１

簑田敏行
【椛島・山崎】

☎︎（８２）３６４５

黒田順子
【川原・駅通 ･龍宮団地】

☎︎（８２）４６７５

【芦北】

☎︎（８２）２０３８

【道川内】

☎︎（８２）４１９５

江口ヒロ子
【乙千屋】

☎︎（８２）２３８０

日野輝生
【向町】

☎︎（８２）３６９０

窪田光枝
【本町・上町】

☎︎（８２）４８２１

佐
敷
地
区

川野絹子 才田　隆
【新町】

☎︎（８２）５１２０

【花岡東】

☎︎（８２）５１４１

【花岡北・諏訪】

☎︎（８２）２３２１

中原紀子
【田川】

☎︎（８２）２８４６

兼元高士
【桑原・八幡】

☎︎（８２）４１２２

中山幹男
【宮浦・伏木氏】

☎︎（８２）３８０１

法花津正紘
【松生・大尼田】

☎︎（８２）５３２１

湯野一之
【立川】

☎︎（８３）００５２

湯
浦
地
区

大矢達雄
【福浦・沖】

釡　利広
【大崎・釜・小崎】

☎︎（８６）１１１９☎︎（８６）０９００

藤井善七
【平生】

☎︎（８６）１０６０

民生委員・児童委員の皆さん
任期：平成 28 年 12 月〜平成 31 年 11 月
※敬称略【　】内は担当地区

岩本正　　木　守

矢野茂美

平田かよ子
【告】

☎︎（８４）０７３２

溝上誠一
【才木・長沢】

☎︎（８４）００５４

宮川宣昭
【塩浸・白木】

☎︎（８４）０４４９

一地敏子
【本村・市野瀬・向原】

☎︎（８４）０３２７

【中園・松生・国見】

☎︎（８４）０５７５

　田京子

吉
尾
・
大
野
地
区続

き

地域の身近な相談相手　民生委員・児童委員 地域の身近な相談相手　民生委員・児童委員
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新村敏春倉本一之 鶴野京美
【湯浦東】

☎︎（８６）０１６２

宮嶋定子
【湯浦北】

☎︎（８６）０２９８

【橋本・山川】

☎︎（８６）１５１６

【湯南団地】

☎︎（８６）０６４４

松﨑悠子
【栫・道園】

☎︎（８６）０６２０

長口　政筿原紀男 藤井和雄
【寺川内・寺川内団地】

☎︎（８６）２７６０

熊迫敏子
【馬場・広瀬団地】

☎︎（８６）０１５６

寺川義信
【米田】【丸山】

☎︎（８６）２０１７

【豊岡・大川内西】

☎︎（８６）０８８４

笠本優一
【大東・大南・尾奈古】

☎︎（８６）１４４６ ☎︎０８０（５３０２）１７１２

和田智美本山洋子 森下雅子
【高岡・元大川内】

☎︎（８６）１５７９

中村満雄
【古石】

☎︎（８６）１７８０

中野祐子
【田浦地区】【佐敷・吉尾地区】

☎︎（８２）２６７８

【湯浦・大野地区】

☎︎（８６）２１０１ ☎︎（８７）０３６３

湯
浦
地
区

続
き

主
任
児
童
委
員

こんな時は悩まず
　お近くの民生委員・児童委員にご相談を
　・高齢者の一人暮らしで心配。
　・在宅介護に疲れている。
　・初めての子育てに不安がある。
　・生活に困っている。
　・子どもの非行・不登校に悩んでいる　など

民生委員・児童委員はあなたの身近な相談相手です。
地域の皆さまから受けた相談内容の秘密は守られます。
各地区を担当する民生委員・児童委員が不明な場合はお問い合わせください。

＊問い合わせ先　福祉課　社会福祉係　☎︎（８２）２５１１　（内線 154）

 あしたのために きたえよう 健康力！〜楽しい食事はよい歯から〜

日時：１月２９日（日）　午前９時３０分〜正午

場所：きずなの里

吸う力のトレーニング

食生活は？

◆ストロー金魚すくい・玉入れ

◆野菜の量を計ってみよう！

◆アルコール展示

◆アルコールパッチテスト

◆フードモデル展示

◆食に関する相談

◆食育Ｓ
サ ッ と

ＡＴシステム体験

お口のチェック

◆むし歯菌を見てみよう

◆唾液ｐＨテスト　◆咀
そしゃく

嚼力チェック

◆お口アドバイザー

　～あなたの悩みにお答えします～

減塩しよう！
◆だし醤油づくり
（10:00、10:30、11:00、11:30）
 ※各回先着６人まで（当日受付）
◆だし醤油や減塩醤油
　　　　　　などの味比べ

おやつはどれにする？

◆むし歯になりにくいおやつ、

　なりやすいおやつ

◆砂糖の量は？

嚥
え ん げ

下相談
◆口腔トレーニング

◆義歯相談（ケア用品）

８０２０表彰

◆対象：８０歳以上で

　　　　自分の歯がある方

　会場で歯科医師による健診を

受け、自分の歯が２０本以上あ

った方を表彰します。

★食育ＳＡＴシステムとは？

★どんなことがわかる？

食育Ｓ
サ ッ と

ＡＴシステム～あなたの食生活名人度は★
ほし

いくつ？～

　１食分の食事をフードモデルで選びセンサーに乗せると、その食事に含ま

れている栄養素が表示されます。

　３大栄養素であるたんぱく質・脂質・炭水化物のほか、ビタミン・カルシ

ウム・食物繊維や、アルコール・菓子等の嗜好品がどれだけ含まれているか

がわかります。その結果をもとに、栄養指導を行います。

　普段食べている定番の肉・魚・野菜の料理はもちろん、スーパーやコンビ

ニで買うような惣菜・お弁当やお菓子、ジュースやアルコールもあります。

★フードモデルにはどんなものがある？

歯医者さん体験

家族４組限定で、事前に予約が必要です。

対象：１家族３人まで（子どもは小学３年生まで）

内容：歯医者さん体験、染め出し、ブラッシング指導、歯科健診

時間：１０：００～１２：００（１家族約３０分間）

申込期限：平成２８年１２月２２日（木）

※先着順とし、定員になり次第締め切ります。

記念に自分の歯型がもらえるかも！？

その他

◆紙芝居

　指人形

◆パネル展示

かみかみメニュー　～展示・試食～

◆かみかみメニューコンテストで入賞したメニュー

◆給食センターの人気メニュー

歯と食の健康ひろば

＊予約申込・問い合わせ先　保健センター　☎（８６）０２００

地域の身近な相談相手　民生委員・児童委員
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名
誉
町
民
の
坂
本
榮
吉
氏
が
逝
去

合
同
葬
し
め
や
か
に

　

芦
北
町
名
誉
町
民
で
元
芦
北
町
長
・
元
あ
し
き
た
農

業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長
の
坂
本
榮
吉
氏
が
11
月

30
日
午
後
、
入
院
先
の
町
内
医
療
機
関
で
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
96
歳
で
し
た
。

　

訃
報
を
受
け
て
12
月
2
日
、
町
議
会
の
臨
時
議
会
が

開
か
れ
、
町
葬
を
行
う
こ
と
に
議
会
が
同
意
。
総
合
仏

事
会
館
あ
し
き
た
で
3
日
、
芦
北
町
と
あ
し
き
た
農
業

協
同
組
合
、
坂
本
家
に
よ
る
合
同
葬
が
し
め
や
か
に
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
通
夜
・
葬
儀
に
は
坂
本
氏
の
生
前

を
し
の
び
、
町
内
外
か
ら
約
８
０
０
人
が
弔
問
に
訪
れ

ま
し
た
。　
　

　

坂
本
氏
は
大
正
9
年
5
月
15
日
に
坂
本
家
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
、
地
元
校
を
優
秀
な
成
績
で
卒
業
後
、
日
大
専

門
部
経
済
科
に
進
学
。
昭
和
15
年
か
ら
兵
役
に
服
し
、
配

属
先
の
中
国
大
陸
で
終
戦
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
21
年
に
復

員
後
、
当
時
の
佐
敷
農
業
協
同
組
合
に
勤
務
す
る
と
、
実

行
力
・
指
導
力
を
発
揮
し
専
務
理
事
、
組
合
長
な
ど
を
歴

任
。
多
く
の
信
頼
を
集
め
て
昭
和
53
年
11
月
芦
北
町
長
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

以
来
3
期
12
年
に
わ
た
り
、「
町
民
総
参
加
の
町
政
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
各
階
層
の
意
見
を
尊
重
し
た
施
策
に
努

め
、
町
の
発
展
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

4
年
春
の
叙
勲
で
勲
五
等
双
光
旭
日
章
を
受
章
。
平
成
6

年
に
は
芦
北
町
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
主
な
経
歴
）

◎
昭
和
47
年
５
月
〜
平
成
５
年
３
月

　
　

芦
北
町
農
業
協
同
組
合
組
合
長
理
事

◎
昭
和
53
年
11
月
〜
平
成
2
年
11
月

　
　

芦
北
町
長

◎
平
成
5
年
4
月
〜
平
成
17
年
6
月

　
　

あ
し
き
た
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
組
合
長

◎
平
成
8
年
1
月
〜
平
成
14
年
6
月

　
　

熊
本
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
会
長

◎
平
成
17
年
6
月
〜
平
成
18
年
6
月

　
　

あ
し
き
た
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
会
長

（
主
な
表
彰
歴
な
ど
）

◎
平
成
4
年
4
月　

勲
五
等
双
光
旭
日
章

◎
平
成
6
年　
　
　

芦
北
町
名
誉
町
民
称
号

しめやかに執り行われた合同葬 代表して弔辞を述べる竹﨑町長

故　坂本榮吉氏

　

藤
崎
節
子
さ
ん
が
古
布
を
利
用
し
て
制

作
し
た
キ
ル
ト
作
品
「
紅
花
爛
漫
」
が
家

庭
画
報
大
賞
の
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
11
月
に
は

赤
松
館
で
キ
ル
ト
展
が
開
か
れ
ま
し
た
。

藤
崎
さ
ん
は
２
０
０
４
年
に
準
大
賞
、
２

０
０
６
年
に
は
大
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

古
い
布
に
新
し
い
息
吹
を  

家
庭
画
報
大
賞
審
査
員
特
別
賞  

藤
崎
節
子
さ
ん

　

今
回
の
作
品
は
白
地
に
赤
い
模
様
が

描
か
れ
た
生
地
に
、
和
服
の
裏
地
に
使

わ
れ
て
い
た
紅
絹
（
も
み
）
を
利
用
し

市
松
模
様
に
仕
上
げ
た
も
の
。
お
孫
さ

ん
の
誕
生
を
祝
っ
て
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

藤
崎
さ
ん
は
学
生
時
代
か
ら
針
仕
事

が
好
き
で
、
自
分
で
カ
ー
テ
ン
を
仕
立

て
る
な
ど
し
て
い
た
そ
う
で

す
。
藤
崎
家
に
嫁
ぐ
と
大
正

か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の

古
布
を
見
つ
け
、
こ
れ
を
な

ん
と
か
再
生
さ
せ
た
い
と
キ

ル
ト
作
品
を
作
り
は
じ
め
ま

し
た
。

　

今
は
古
布
を
使
っ
た
ラ
ン

プ
シ
ェ
ー
ド
や
ク
ッ
シ
ョ
ン

カ
バ
ー
、
お
孫
さ
ん
の
衣
装

な
ど
も
仕
立
て
て
い
ま
す
。

　

藤
崎
さ
ん
は
「
昔
の
職
人

の
技
は
素
晴
ら
し
い
。
使
わ

れ
な
く
な
っ
た
古
い
布
に
、

も
う
一
度
命
を
吹
き
込
み
た

い
」
と
創
作
意
欲
に
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　赤松館米蔵では地元のキルト同好会「松
の実会」による作品が展示されています。
パッチワークキルトのほか、明治・大正時
代の布で作った鬼や猫など、楽しい作品が
並んでいます。
　米蔵の入場は無料で、季節ごとにキルト
や雛人形の展示があります。

＊問い合わせ先
　赤松館保存会　☎︎（８７）２８６６

芦
北
町
の
民
話　

第
一
話

　
猿
さ
む
ら
い
の
申
し
出
に
、
茂
平
さ
ん
は
笑
っ
て
「
い

や
い
や
、
い
く
ら
力
の
強
い
猿
さ
む
ら
い
さ
ん
で
も
そ
う

た
や
す
く
は
、
開
墾
の
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
よ
。
木
の
根

を
掘
っ
た
り
、
石
を
拾
っ
た
り
し
て
、
畑
を
作
っ
て
い
く

ん
で
す
か
ら
」
と
言
い
ま
し
た
。

　

す
る
と
、
猿
さ
む
ら
い
は
赤
い
顔
を
も
っ
と
赤
く
し
て

真
剣
に
言
い
ま
し
た
。「
い
い
え
、
き
っ
と
や
れ
ま
す
、

い
え
や
り
ま
す
、
や
っ
て
見
せ
ま
す
。
そ
の
代
わ
り
、
開

墾
が
出
来
て
畑
が
完
成
し
た
な
ら
、
わ
た
し
の
欲
し
い
も

の
を
必
ず
く
だ
さ
い
」。

　

茂
平
さ
ん
は
、
汗
を
拭
き
な
が
ら
あ
ま
り
気
に
も
留
め

な
い
で
、「
は
い
、
は
い
、
分
か
り
ま
し
た
。
出
来
た
ら

何
で
も
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
出
来
る
訳
は
な
い
で
し
ょ

う
か
ら
、
そ
れ
で
は
頼
み
ま
し
ょ
う
か
」
と
言
い
残
し
て

家
へ
帰
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

さ
て
そ
れ
か
ら
、
猿
さ
む
ら
い
は
ね
じ
り
ハ
チ
マ
キ
で

大
奮
闘
を
始
め
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
夜
を
徹
し
て

畑
づ
く
り
が
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

翌
朝
、
茂
平
さ
ん
は
山
畑
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
て
目
を
丸

く
し
て
驚
き
ま
し
た
。
何
と
、
山
畑
が
木
の
根
は
お
ろ
か
、

石
こ
ろ
一
つ
も
な
い
よ
う
に
、
奇
麗
に
開
き
な
ら
さ
れ
て

い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
こ
り
ゃ
あ
た
ま
げ
た
、
な
ん
と
ま
あ
奇
麗
に
出
来
上

が
っ
た
も
の
だ
」
び
っ
く
り
し
な
が
ら
、
畑
に
入
っ
て
い

く
と
、
畑
の
隅
に
猿
さ
む
ら
い
が
腰
を
お
ろ
し
て
い
ま
し

た
。
茂
平
さ
ん
は
、
昨
日
約
束
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

心
配
に
な
り
ま
し
た
。《
つ
づ
く
》

多た

た

ら

々
羅
の
つ
つ
み

（
そ
の
二
）

キルト作品を展示している松の実会の皆さん
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田浦子育て支援センター  行事予定（１月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　午前９時 30 分～正午　午後２時 45 分～５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎︎（８７）００３４

1月10日（火）新春お茶会
17日（火）絵本の読み聞かせ
20日（金）クッキング（おにぎり・豚汁）
25日（水）身体測定・誕生会

《芦北児童館》　新春たこ揚げ大会＆かるた大会
とき　１月７日（土）　午後１時30分～
対象　どなたでも

《湯浦児童館》　新春児童館de初笑い　
とき　１月14日（土）　午後２時～３時30分
対象　幼児～小学生　先着20人程度  
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身とも
に豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶利用時間　午前10時～午後５時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎︎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎︎（８６）００７４　

　児童館からのお知らせ（１月の行事）

図書館休館日　　【社教センター】12 月 23 日（金・祝）、29 日（木）〜１月３日（火）、９日（月・祝）
【田浦図書室】    12 月 26 日（月）、29 日（木）〜１月３日（火）、10 日（火）、23 日（月）

12/15 16 17

18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30 31

1/1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

３〜４カ月児健診
（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

天皇誕生日

デコポンキッズ

（保健センター）

デコポンキッズ

（保健センター）

日 月 火 水 木 金 土

12月15日～1月14日
※日程は変更になることがあります 内は関連ページ

芦北町イベントカレンダー

年金出張相談
（役場３階会議室）

三太郎駅伝大会
（水俣市〜田浦）

３歳児健診
（保健センター）

食から学ぶ健康セミ
ナー（活性化セン
ター）

芦北町長選挙

24

元日 振替休日

成人の日

成人式（しろやまス

カイドーム）

官公庁仕事納め

官公庁仕事始め

デコポンキッズ

（保健センター）

芦北町長選挙告示日

離乳食教室

（保健センター）

食から学ぶ健康セミ
ナー（活性化セン
ター）

納期限：

固定資産税３期

幼稚園・小中学校

終業式

幼稚園・小中学校

始業式

年末年始の町有施設の営業日は次ページにあります。
ごみ収集日程は、15 ページにあります。

上野清輝ヴァイオリ
ンリサイタル
（活性化センター）

年末年始 の 業 務 案 内

政治家の寄附は禁止、有権者が求めることも禁止 されています
　選挙管理委員会からのお知らせです

主な施設 28 日（水） 29 日（木） 30 日（金） 31 日（土） １日（日） ２日（月） ３日（火） ４日（水）

御立岬温泉センター ◯ × × ◯
12:00 ～ 20:00 ◯ ◯ ◯ ◯

御立岬公園 ◯ × × × ◯ ◯ ◯ ◯

　御立岬
　マリンハウス
　ミニログハウス

◯ × × ◯
※宿泊対応 ◯ ◯ ◯ ◯

物産館肥後うらら ◯ ◯ ◯ ◯
17:00 まで × ◯ ◯ ◯

　　たばくまん
　　（レストラン） ◯ ◯ ◯

15:00 まで × × ◯ ◯ ◯

芦北海浜総合公園 ◯ × × × × ◯ ◯ ◯

大野温泉センター
◯ ◯ ◯ ◯※ × ◯※ ◯ ◯

ヘルシーパーク芦北 ◯ ◯ ◯ ◯
18:00 まで × ◯

レストラン休み
◯

レストラン休み ◯

計石温泉センター、
湯浦温泉センター ◯ ◯ ◯ ◯

18:00 まで × ◯ ◯ ◯

しろやまスカイドーム × × × × × × × ◯
9:00 ～ 17:00

温泉プール × × × × × ◯
10:00 ～ 17:00 × ◯

活性化センター、
田浦図書室 ◯ × × × × × × ◯

星野富弘美術館 ◯ × × × × × × ◯

社会教育センター、
図書館 ◯ × × × × × × ◯

岩崎グラウンド ◯ × × × × × × ◯

※ 31 日　温泉：16:00 まで　レストラン：14:30 まで　直売所　7:30 ～ 17:00
※   ２日　温泉：9:00 ～ 21:00　　レストラン　11:00 ～ 14:30　直売所　7:30 ～ 19:00

◯：通常営業（時間記載時を除く）　×：休業日
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芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

火
災
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災

が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
ス
ト

ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
な
ど
暖
房

器
具
を
使
う
機
会
も
多
く
な
り
ま
す

の
で
、
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意

し
、
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
乗
っ
取
り
に
注
意

〜
対
策
〜

①
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用

　

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

②
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

　

に
消
火
器
を
設
置
す
る
。

③
災
害
弱
者
の
た
め
に
隣
近
所
の
協

　

力
体
制
を
つ
く
る
。

④
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
。

⑤
ス
ト
ー
ブ
な
ど
は
燃
え
や
す
い
も

　

の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

⑥
コ
ン
ロ
な
ど
で
火
を
使
っ
て
い
る

　

時
は
目
を
離
さ
な
い
。
も
し
、
そ

　

ば
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
。

⑦
寝
具
、
カ
ー
テ
ン
へ
の
延
焼
を
防

　

ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

■
命
を
ま
も
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

県
内
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
乗
っ
取
り

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
騙
さ
れ
て

ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー
な
ど
を
購
入
す
る
被

害
も
出
て
い
ま
す
。

○
Ｓ
Ｍ
Ｓ
に
届
く
認
証
番
号（
４
桁

　

の
数
字
）は
他
人
に
教
え
な
い
。

○「
ウ
ェ
ブ
マ
ネ
ー
を
買
っ
て
」な
ど

　

と
い
う
メ
ー
ル
に
は
応
じ
な
い
。

○
た
と
え
友
達
の
名
前
で
も
、不
審

　

な
メ
ー
ル
に
は
注
意
す
る
。

　

年
末
年
始
は
帰
省
や
旅
行
で
、

空
き
巣
、
乗
り
物
盗
、
車
上
ね
ら

い
な
ど
の
犯
罪
が
増
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
な
い

た
め
に
防
犯
対
策
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
鍵
か
け
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う

〜
対
策
〜

携帯番号教えて。LINE の確認メッセ
ージを認証してもらえる？

SMS に届く認証番号を送って。

※ SMS（ショートメッセージサービス）

私の携帯番号は、○○○○−××××
−△△△△だよ。どうしたの？

認証番号届いたよ。「１２３４」だよ。

この後、犯人は…
◆Ａさんの LNE アカウントの乗っ取りに成功。
◆Ａさんになりすまし、Ａさんの友達に「ウェブ
　マネーを買ってほしい」とメール送信。

〜手口の例〜

友達

Ａさん
実は…

犯人

◎
鍵
か
け
の
徹
底

◎
自
宅
や
車
両
に
現
金
や
貴
重
品

　

を
置
き
っ
放
し
に
し
な
い
。

◎
近
所
の
人
と
連
携
し
て
、
地
域

　

の
目
で
見
守
り
を
す
る
。　

月　日 収　集
持込受付

清掃センター 田浦事業所
23 日（金・祝） 通常収集

休み24 日（土）
休み

25 日（日）

26 日（月）

通常収集

13:00 ～ 16:00 休み

27 日（火）
9:00 ～ 16:00

（12:00 ～ 13:00 を除く）28 日（水）

29 日（木）

30 日（金） 9:00 ～ 12:00
12 月 31 日（土）
～１月３日（火） 休み 休み

１月４日（水） 通常収集 13:00 ～ 16:00 休み

※通常収集とは「ごみ収集日程
　表」どおりの収集です。
※左記期日以外のごみの持込は
　通常どおりです。
　◎清掃センター
　平日　13:00 ～ 16:00
　◎清掃センター田浦事業所
　火・木曜日　9:00 ～ 12:00
　※祝祭日を除く

＊問い合わせ先
　清掃センター
　☎︎（８６）０２７７

◎年末年始期間中のごみ収集・持込日程

任期満了に伴う芦北町長選挙が行われます。

＊問い合わせ先
　芦北町選挙管理委員会　
　☎（８２）２５１１（内線２１９）

◆期日前投票

芦北町長選挙のお知らせ

◆告 示 日　平成 28年12月20日（火）
◆投 票 日　平成 28年12月25日（日） 

当日に投票ができない場合は、お早めに期日前投票をお済ませください。
◇期日前投票所　芦北町役場本庁、田浦基幹支所
◇期　間　　　　12 月 21 日（水）～ 24 日（土）
◇時　間　　　　午前８時 30 分～午後８時

選挙権年齢は 18歳

以上になりました。

病院に入院している、町外に滞在しているなど、期間中に投
票所に行くことができない場合は、事前に手続きをすること
で不在者投票ができます。

不在者投票の手続きには日数が必要です。
早めに町選挙管理委員会にご連絡ください。

◆不在者投票

熊本地震義援金（芦北町役場受付分）

  ９月 21 日　昭和 44 年湯浦中学校卒業生　30,652 円（熊本県へ）
11 月 10 日　湯北ほのぼの会募金箱　40,958 円（日本赤十字社熊本支部へ）

※熊本県では平成 29 年３月 31 日まで義援金を受け付けています。
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一般会計歳入歳出決算の状況

　平成 27 年度の一般会計の決算額は、歳入が 106
億 9,321 万円（前年度比 3.5％増）で、歳出は 101
億 5,840 万円（前年度比 4.5％増）となり、歳入か
ら歳出を差し引くと 5 億 3,481 万円の黒字となり
ました。このうち 2,762 万円が平成 28 年度に引き
続き実施する事業の費用（繰越財源）に充てられ
るため、実質的な収支は 5 億 719 万円の黒字とな
りました。

１

財政事情公表 財政事情公表

土木費
8億5,081万円

（8.4％）
農林水産業費
7億6,025万円

（7.5％）

消防費
3億7,141万円

（3.7％）

商工費
４億7,941万円

（4.7％）

議会費
1億2,877万円

（1.3％）
民生費
29億2,981万円

（28.8％）

公債費
12億120万円

（11.8％）

総務費
15億2,853万円

（15.0％）

教育費
8億1,297万円

（8.0％）

衛生費
10億505万円

（9.9％）

地方交付税
45億6,371万円
　（42.7％）

町税
16億9,945万円

（15.9％）

国庫支出金
9億9,595万円

（9.3％）

町債
8億9,298万円

（8.3％）
県支出金
7億9,695万円

（7.5％）

地方譲与税
1億2,054万円

（1.1％）

分担金・負担金
使用料・手数料
3億8,185万円

（3.6％）

繰越金
6億1,424万円

（5.7％）

財産収入・その他
2億5,048万円

（2.4％）

災害復旧費
9,019万円

（0.9％）

一般会計歳出総額

 101億5,840万円

特別会計の決算状況
会　　計 歳 入 決 算 歳 出 決 算

国民健康保険事業（事業勘定） 39 億 4,661 万円 36 億 3,810 万円
国民健康保険事業（直診勘定） 4,774 万円 4,774 万円
介護保険事業 22 億 9,131 万円 21 億 165 万円
簡易水道事業 7,843 万円 7,039 万円
農業集落排水事業 2 億 1,394 万円 2 億 1,394 万円
生活排水処理事業 5,589 万円 5,589 万円
町有温泉事業 9,540 万円 9,540 万円
奨学資金貸付事業 3,246 万円 3,246 万円
後期高齢者医療事業 2 億 5,461 万円 2 億 5,232 万円

合　計 70 億 1,639 万円 65 億 789 万円

２

　特別会計とは、特定の事業を
展開するに当たって、それぞれ
の事業収入で独立採算を原則と
して運営する会計のことです。
芦北町には、９つの特別会計が
あります。
　なお、簡易水道事業特別会計
は平成 28 年４月１日に水道事
業会計と統合し、廃止となりま
した。

　平成 27 年度の一般会計と特別会計の決算が、町議会の９月定例議会で認定されました。
　財政公表は、みなさんから納めていただいた税金や、国や県からの補助金などがどのように使われたのかを
毎年６月と 12 月に公表するものです。詳しい内容については、芦北町ホームページでもご覧になれます。

平成２７年度決算報告

　芦北町の財政は健全な状態を保っています

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」により、健全化判断比率と資金不足比率の公表が義務付
けられています。芦北町の財政は、警戒ラインとなる早期健全化基準を下回っており「健全な状態」にあ
ります。資金不足比率についても全ての企業会計において資金不足額はありません。

３　

指標 芦北町 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 赤字なし 14.19% 20.0%
連結実質赤字比率 赤字なし 19.19% 30.0%
実質公債費比率 4.3% 25.0% 35.0%
将来負担比率 － 350.0%

●健全化判断比率 ●資金不足比率

●その他の指標

　水道事業会計、農業集落排水事業特別会計、
生活排水処理事業特別会計のいずれの会計も
資金不足は発生していません。

経常収支比率 89.4%

歳入
　歳 入 の 構 成 比 は、 地
方交付税が全体の 42.7%
を占め最も多く、次いで
町税、国庫支出金、町債
の順になっています。地
方交付税を主とする依存
財源に頼らざるを得ない
構成となっています。

平成27年度に行った事業（一部抜粋）
◎合併 10 周年記念事業
◎戦没者の追悼と平和を祈念する碑建設事業
◎牛の水漁港加工場
◎英国派遣事業、カンボジア派遣事業
◎公共施設耐震改修工事
◎小中学校体育館吊り天井改修工事
◎創業等店舗整備支援事業補助金

　目的別の構成比では、福祉
や子育て支援などに使う民生
費が 28.8％と最も多く、次
いで総務費、公債費の順と
なっています。前年度と比べ
4.5% の増となっていますが、
土木費における町道射場芦北
線新設改良事業、農林水産業
費における田浦漁港防波堤長
寿命化事業の増などが主な要
因です。

歳出

依存財源
　国や県の意思決定に基づいて配分される財源
地方交付税
　どの自治体でも一定の行政サービスを受けるこ
とができるように国が配分するお金
国庫支出金、県支出金
　特定の事業を行うため国または県から交付され
るお金
町債
　公共事業などの財源として借り入れるお金

用語説明

地方消費税
交付金等
3億7,706万円

（3.5％）

一般会計歳入総額

 106億9,321万円

※金額は万円単位に端数処理（切り上げ・切り捨て）をして表示しています。

戦没者の追悼と平和を祈念する碑
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ま ち の わ だ い まちのわだいまちのわだい

　第 17 回芦北ローラーリュージュ大会が 11 月 20 日、芦
北海浜総合公園で行われ、小学生から一般まで約 70 人
の選手が参加しました、大会はファミリーコースをそれ
ぞれ２回走行し早い方のタイムを記録。百分の１秒単位
で順位を競っていました。
※入賞者は次のとおりです。（町内関係のみ）
▶小学低学年 ２位 緒方龍聖（沖）３位 緒方姫奈乃（沖）
▶男子中学・高校　３位　岩本伊吹（大野）
▶一般男子　２位　本山昭（田川）

芦北ローラーリュージュ大会
　11 月 13 日に田川小学校跡地で田川地区運動会が開催さ
れました。この運動会は田川小学校閉校 30 周年を迎えた
後、地域住民の交流の機会を作ろうと、2002 年から夏期
五輪と同じ年に開かれているものです。今大会はリオ五輪
にちなみ「リオデジャナイヨオリンピック」と題して開催。
地区住民のほか町内外から駆けつけた地区出身者など約
300 人が参加し、ムカデ競争やビン倒し、チーム対抗早飲
み競争などの競技を楽しみました。

「リオデジャナイヨ！」田川運動会

ローラーリュージュ大会参加者の皆さん ４年に１度の運動会を楽しむ田川地区住民

　高岡南区で 11 月 20 日、男の料理教室が行われました。
これは昨年高岡南区で行われた地域福祉座談会のワーク
ショップで出されたアイデアを実現したものです。高齢
化が進む中で地域住民が集まる機会を作ることや、男性
も料理を覚えて、いざというときに困らないようにとい
う意義もあったようです。
　参加者たちは地元女性を講師にとり飯やのっぺい汁な
ど５品目を調理。笑顔で交流しながら美味しそうに試食
していました。

３Ｂ体操45周年を祝う全国大会

多くの愛好者で熱気に包まれた会場

　３B 体操協会創立 45 周年を記念した全国大会「ガン
バロー！熊本県大会」が 11 月６日、しろやまスカイドー
ムで行われ、県内はもとより全国各地から集まった約
1,700 人が音楽に合わせて楽しく体を動かしました。
　３B 体操はボール、ベル、ベルターと呼ばれる用具を
使って行う健康体操で、全国に普及しています。
　この大会は当初は県内会員のみで行う予定でしたが、
熊本地震を受け、元気を届けたいと全国から約 450 人
の指導者が駆けつけ、会場を盛り上げていました。

高岡南区で男の料理教室

芦高でロアッソ・巻選手が講演

中高生に「チャレンジしてほしい」と話す巻選手

　11 月 18 日に行われた芦高祭で、元日本代表で、ロアッ
ソ熊本の巻誠一郎選手が講演し、芦北高や佐敷中の生徒
らに「夢を持ってほしい」と激励しました。
　巻選手は「身近な目標を立てること」で少しずつ次の
段階に進み、「気がつくと大きな夢に近づいている」と
自身の経験を踏まえてアドバイス。その後は「なぜサッ
カーを選んだのか」、「熊本地震の復興支援でのエピソー
ドについて」など、中高生からの質問に丁寧に答えてい
ました。

田浦中が創立70周年

　11 月 13 日に女島活力推進センターゆめもやいで、もや
いまつりが開催されました。
　水俣病や水俣病患者に対する差別偏見をなくし住民同
士が互いに理解し合い仲良く暮らせる地域社会を実現する
ため、もやい直しの輪を広げることを目的として開催。午
前は水俣病について中学生の発表や熊本学園大学水俣学
研究センター長の花田昌宣教授による講演会が行われ、
午後にはバザーやステージ発表などがあり、約 300 人の
参加者で会場は賑わっていました。 ステージ発表を楽しむ来場者

祝100歳　山田フミエさん

100 歳を迎えた山田フミエさん（中央）と親族の皆さん

　11 月 12 日に山田フミエさんが 100 歳の誕生日を迎
えられ、芦北町から花束と慶祝金が贈られました。この
日は入所している老人ホームで親族や施設職員をはじ
め、デイサービス利用者も参加してお祝いの会が開かれ
ました。
　山田さんは、94 歳で入所された時には「人類史上最
高齢を目指します」と話されていたそうです。食事も好
き嫌いなく３食しっかり食べられていて、これが長寿の
秘訣かもしれませんね。

もやい直しの輪を広げて

70 周年記念式典後に行われた葦北鉄砲隊の演武

　11 月 13 日、田浦中学校文化祭に合わせて、田浦中学
校創立 70 周年記念式典が行われました。式典後には葦
北鉄砲隊稲富流砲術演武が披露され、その迫力に生徒や
来場者は興奮した様子で見入っていました。演武終了後

「ふるさとの文化を伝えて」と題し葦北鉄砲隊の平江大
八隊長による講演も行われました。
　また、この日は田浦中学校 70 年の歴史に関する資料
や写真なども展示。卒業アルバムが並べられたコーナー
では、懐かしそうにページをめくる来場者の姿が見られ
ました。

和気あいあいと料理を作る参加者
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　子どもたちが体験したり、ものづくりをしたり
できるイベントです。また、ジャパネットたかた
創業者の髙田明さんによる講演会があります。
▶日時　１月 28 日（土）午前 10 時～午後４時
▶場所　くまもと県民交流館パレア
▶講演会　髙田明氏　「夢持ち続け　日々精進」
　　（午後２時～午後３時 30 分）
　※講演は無料ですが事前申し込みが必要です。
　ハガキ、FAX などで必要事項（①住所②郵便番
号③氏名④電話番号⑤託児の有無）を記載して
１月 12 日（木）必着 までに申し込みください。
▶体験イベント（午前 10 時～午後４時）
　肥後ちょんかけごま体験、化石レプリカ作りな
　ど、22 種類のブースがあります。
　※一部事前申込が必要なものもあります。
＊申込・問い合わせ先
　県生涯学習推進センター　
　☎︎０９６（３５５）４３１２

わくわく！パレアフェスタ
子どもたちの笑顔で熊本を元気に

お 知 ら せ

▶応募資格　　18 歳～ 27 歳の人
　　（平成元年４月２日～平成 10 年４月１日生）
▶職種　事務職（芦北町防犯協会書記）
▶勤務時間　午前８時 30 分～午後５時 15 分
▶給与月額　132,900 円
▶休日休暇　週休二日制、祝日、年末年始、
　　　　　　特別休暇、年次有給休暇
▶勤務場所　芦北警察署内
▶受付期間　１月 16 日（月）～１月 27 日（金）
　※上記期間内に「履歴書」を芦北警察署へお持
　　ちください。

　＊問い合わせ先
　芦北警察署内　芦北町防犯協会事務局　
　☎︎（８２）３１１０　　

芦北町防犯協会職員募集募
集

お母さんのための再就職実践コース

　再就職を希望する子育て女性のための就職支援
講座の参加者を募集します。託児もあります。
▶実施日　１月11 日（水）～20 日（金）※うち８日間
▶参加費　無料（教材費などは自己負担）　　　
▶対象　18 歳以下の子どもを子育て中で早期に
　　　　就職を希望する女性
▶会場　くまもと県民交流館パレア９階会議室
▶定員　20 人（申込多数の場合は選考で決定）
▶申込期限　12 月 26 日（月）
▶実施主体　熊本県しごと相談・支援センター
＊申込・問い合わせ先
　株式会社 Fine プロデュース
　☎︎０９０（９５８９）０４５５　

講
習

募
集

◆危険物取扱者試験
　▶試験の種類
　◎甲種　◎乙種（第１類～第６類）　◎丙種
　▶試験日　２月 12 日（日）
　▶試験場所　熊本市
　▶願書受付期間
　　（書面）１月６日（金）～ 13 日（金）
　　（電子）１月３日（火）～ 10 日（火）
　▶願書配置場所
　　水俣芦北広域消防本部など県下消防本部ほか

第３回危険物取扱者試験
第３回消防設備士試験

試
験

◆消防設備士試験
　▶試験の種類
　◎甲種全類　◎乙種全類
　▶試験日　３月 12 日（日）
　▶試験場所　熊本市
　▶願書受付期間
　　（書面）１月 18 日（水）～ 25 日（水）
　　（電子）１月 15 日（日）～ 22 日（日）
　▶願書配置場所
　　水俣芦北広域消防本部など県下消防本部ほか

＊申込・ 問い合わせ先
　（一財）消防試験研究センター熊本県支部　
　☎︎０９６（３６４）５００５

国
指
定
史
跡
　

平
成
20
年
３
月
28
日
指
定
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佐
敷
城
跡

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

録
（『
小
早
川
家
文
書
』）
に
「
薩
摩
国

堺
さ
し
き
の
城
責
致
、
其
近
所
ニ
陣
取

候
、
當
地
御
普
請
等
出
来
候
間
」（
薩

摩
国
境
の
佐
敷
の
城
を
攻
め
、
そ
の
修

理
が
出
来
る
ま
で
の
間
、
近
く
に
陣
を

張
っ
た
）
と
の
記
述
が
あ
り
、
ど
う
や

ら
佐
敷
東
の
城
は
豊
臣
軍
の
攻
撃
に
よ

り
落
城
し
た
ら
し
く
、
そ
の
修
理
が
済

む
ま
で
佐
敷
周
辺
に
は
豊
臣
軍
が
陣
を

張
っ
て
駐
留
し
た
よ
う
で
す
。

　

享
禄
３
～
天
文
３
年
（
１
５
３
０
～

34
）
に
か
け
て
、
相
良
氏
は
本
城
で
あ

る
八
代
・
鷹
峯
城
の
築
城
や
芦
北
衆
に

郡
境
の
城
の
築
城
・
整
備
を
依
頼
す
る

な
ど
、
領
内
の
城
郭
の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
時
期
、
佐
敷
で
も
天
文

２
年
（
１
５
３
３
）
に
佐
敷
諏
訪
神
社

の
白
木
か
ら
の
遷
宮
や
東
泉
寺
開
基
、

宮
浦
阿
蘇
神
社
へ
の
神
像
奉
納
な
ど
、

佐
敷
東
の
城
周
辺
の
社
寺
が
相
良
氏
に

よ
り
整
備
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
に
佐

敷
東
の
城
も
築
城
・
整
備
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

佐
敷
東
の
城
は
３
つ
の
お
城
の
中
で

最
も
大
規
模
で
、
現
在
も
南
九
州
で
は

珍
し
い
畝
状
空
堀
群
な
ど
、
相
良
氏
に

よ
る
葦
北
郡
支
配
の
拠
点
城
郭
と
し
て

整
備
さ
れ
た
遺
構
が
良
く
残
っ
て
お

り
、
戦
国
時
代
の
古
文
書
に
登
場
す
る

「
佐
敷
城
」
の
最
有
力
候
補
で
す
。

　

戦
国
時
代
末
期
、
島
津
氏
と
の
抗

争
に
敗
れ
た
相
良
氏
は
、
天
正
９

年
（
１
５
８
１
）
に
島
津
氏
に
葦
北

郡
を
譲
渡
し
て
降
伏
し
、
葦
北
郡
は

島
津
領
と
な
り
ま
す
。
天
正
15
年

（
１
５
８
７
）
に
島
津
氏
は
豊
臣
秀
吉

に
降
伏
し
ま
す
が
、
４
月
21
日
付
の
記

芦北に残る文化遺産

《
佐
敷
城
の
歴
史
②
》

内野小ウッチーパトロール隊 

文部科学大臣から表彰
　

内
野
小
の
子
ど
も
た
ち
の

安
全
を
見
守
る
ウ
ッ
チ
ー
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
（
村
上
竜
也
隊

長
）
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら

奨
励
賞
の
表
彰
を
受
け
、
11

月
14
日
、
竹
﨑
町
長
へ
報
告

に
訪
れ
ま
し
た
。

　

同
隊
は
平
成
17
年
か
ら
小

学
校
区
の
保
護
者
と
地
域
が

連
携
し
て
、
通
学
路
や
地
域

の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
見
守
り
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

祈
健
闘
全
国
大
会
出
場

第
25
回
全
国
小
学
生

　
　
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
選
手
権
大
会

　
《
開
催
日
》
12
月
23
日
㈮
〜
27
日
㈫

　
《
会
場
》　　

滋
賀
県
立
体
育
館

毛
利
柊し
ゅ
う
き光

く
ん

（
芦
北
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
Ｃ
・
内
野
小
６
年
）

平
成
28
年
度

　
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

　
《
開
催
日
》
12
月
25
日
㈰

　
《
会
場
》　　

京
都
市

井
川
龍
人
さ
ん

（
九
州
学
院
高
１
年
・
佐
敷
中
出
身
）

本
鄕
未み

く来
さ
ん

（
信
愛
女
学
院
高
２
年
・
田
浦
中
出
身
）

佐敷東の城の畝状空堀群

▶相談日　毎週月・水・金曜日
▶時間　午前 10 時～午後４時
▶場所　芦北地域振興局　福祉課内
※ 65 歳未満の方も受け付けています。
＊問い合わせ先　
　熊本県高齢者無料職業紹介所　芦北相談所
　☎︎（８２）５３１０

高齢者（おおむね６５歳以上）
のための無料職業紹介

相
談

▶
登
校
時
の
見
守
り

　担い手農家に農地を貸したい、新た
な農地があれば借りたいとう方は、町
の農業委員会事務局やＪＡの担当窓口、
熊本県農業公社にご相談ください。

＊問い合わせ先
　熊本県農業公社
　☎︎０９６（２１３）１２３４

農地を貸したい、借りたい
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書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
田
さ
つ
き

　
「
花
菖
蒲
」

絵
手
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林
田 

和
子 おすすめ図書紹介

 「ひとの生い立ち」が60年とい
う時間を超えて交差する。女性
刑事を主人公とした長編ミステ
リー。11月にドラマ化・放送さ
れた作品。

「
氷
の
轍わ

だ
ち」

桜
木 

紫
乃 

著
（
小
学
館
）

ひまわりの種が好きなくりちゃん
は、おなかいっぱい食べるため
に、ひまわりを自分で育てるこ
とに…　くりちゃんのえほんシリ
ーズ　全３卷

「
く
り
ち
ゃ
ん
と
ひ
ま
わ
り
の
た
ね
」

ど
い 

か
や 

著（
ポ
プ
ラ
社
）

年末年始に向けて冷蔵庫の中を
整理してみませんか？ムダなく
おいしく使い切る方法を教えま
す。

「
冷
蔵
庫
整
理
の

　
　
　
ル
ー
ル
＆
レ
シ
ピ
」

平
岡
涼
子 

著
（
ナ
ツ
メ
社
）

BOOK町立図書館 ☎︎（８２）２２１３

Diary
水仙と桜の橋

うきうき

芦北

　芦北町に来て早 4 カ月。その間に
さまざまなことを経験させていただ
きました。
　一番の大仕事は、東京のカンボジ
ア大使館で竹﨑町長とチア・キムタ
ー駐日カンボジア大使の通訳業務。
ドキドキしてうまく通訳できているの
か不安でいっぱいでした。
　国際交流まつりで大使を芦北町に
お迎えしての歓迎セレモニーでの通
訳業務は最初より不安はなかったの
ですが、多くの人の前で通訳するドキ
ドキ感は忘れることができません。
とても貴重な経験をさせていただき

ました。
　9 月の観月会では初めて着物を着
ました。袷（あわせ）の着物を着て
みたのですが、とても暑かったです。
浴衣との違いを体験することができ、
とても良い思い出になりました。
　観月会の後に、弓道場へお邪魔し
ました。袴を着させてもらい、肥後
三郎弓を持たせていただきました。
次はぜひ実際に弓を引いてみたいと
思いました。
　今年は大野小の子どもたちと稲刈
りやサラダ玉ねぎの植え付けなど、
一緒にたくさん活動しました。稲刈り

機を初めてみました。稲刈り、掛け
干し、脱穀。さまざまな工程を経て
お米ができることを体感することが
できました。
　来年はイギリス文化についての講
座や国際交流茶屋などを開催する予
定です。また、芦北町の素敵なとこ
ろを世界に向けてどんどん発信した
いと思っています。来年も応援よろし
くお願いします。

Vol.4

町民講座作品紹介

ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
﨑 

光
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
崎　

優
子

お誕生おめでとう

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

才藤　亜
あ こ う

晃　   １０．２４　   男　　   潤　　    田浦町３

吉永　愛
あ い り

梨　   １１．  １　   女　　 健太　　  花岡西

木福　萌
も か

香　   １１．  ６　   女　　 翔吾　　  白木

木吉　純
じゅんだい

大　   １１．  ９　   男　　 幸博　　  花岡東

澁谷　慧
ひ か り

光　   １１．１１　   男　　 暢達　　  向町

野口　翔
しょうま

磨　   １１．１７　   男　　 慎耶　　  米田

宮石　和
か ず み

美　   １１．２１　   女　　 宏紀　　  諏訪

H28.11. １～ 11.30 受付分（敬称略）受付件数８件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご冥福をお祈りします

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

倉本　シズカ　   １０．３１　　１０２　　  白木

大﨑　一男　　   １０．３１　　  ８０　　　湯浦南

桑原　佐和子　   １１．  １　　  ５３　　　桑原

増田　正子　　   １１．  ４　　  ９１　　　計石西   

溝上　ミサ子　   １１．  ５　　  ８５　　　大野

中村　玲子　　   １１．  ５　　  ８０　　　湯浦南

坂口　正　　　   １１．  ７　　  ９２　　　丸山

橋口　セツ子　   １１．  ８　　  ８６　　　國見

宮石　スエノ　   １１．  ９　　  ８８　　　計石東

西橋　俊春　　   １１．１０　　  ９１　　　計石西

谷崎　マキ　　   １１．１１　　１００　　  小田浦７

德永　梅子　　   １１．１２　　  ８３　　　大野

野口　チエ　　   １１．１２　　  ８６　　　米田

中村　學　　　   １１．１７　　  ９４　　　米田

村田　一義　　   １１．１７　　  ７８　　　井牟田１

長林　アキエ　   １１．１８　　  ９２　　　宮崎

坂森　ユクモ　   １１．１８　　  ９９　　　塩浸

佐藤　昭子　　   １１．１９　　  ８８　　　花岡西

城　カツエ　　   １１．２０　　  ９１　　　花岡西

吉川　友枝　　   １１．２２　　  ８８　　　天月

藤井　芳郎　　   １１．２２　　  ６２　　　平生

川北　哲郎　　   １１．２５　　  ５２　　　芦北

中村　　志子　   １１．２６　　  ８１　　　大野

川上　チズ　　   １１．２７　　  ９２　　　宮浦

松田　ハツ子　   １１．２９　　  ８９　　　井牟田１

H28.11. １～ 11.30 受付分（敬称略）受付件数 37 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

嘉

編
　
集
　
後
　
記

▼
今
月
も
編
集
後
記
を
書
く
日
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
書
い

た
後
、
最
後
に
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
紙
面
の
チ
ェ
ッ
ク
。

記
事
を
も
う
一
度
読
み
返
し
な
が

ら
誤
字
脱
字
は
な
い
か
、
位
置
が

ず
れ
て
い
な
い
か
な
ど
、
紙
面
に
一

通
り
目
を
通
し
て
い
き
ま
す
。
こ

う
し
た
作
業
を
し
て
も
印
刷
直
前

に
周
り
の
職
員
か
ら
指
摘
さ
れ
ド

キ
リ
と
す
る
場
面
も
。
意
外
と
担

当
者
は
気
が
つ
か
な
い
も
の
な
の

で
す
。
人
間
は
ミ
ス
を
す
る
生
き

物
な
の
で
、
た
く
さ
ん
の
人
に
見

て
も
ら
う
こ
と
で
間
違
い
を
減
ら

す
こ
と
は
で
き
ま
す
。
今
号
も
周

囲
に
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
よ
い
紙
面
に

し
て
お
届
け
で
き
る
よ
う
時
間
の

限
り
確
認
中
で
す
。          （
上
野
）

▼
皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
は
ど
の

よ
う
な
一
年
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

私
は
一
月
号
の
編
集
後
記
に「
成
長

で
き
る
よ
う
に
広
報
の
仕
事
に
取

り
組
み
た
い
」
と
書
い
た
と
お
り
、

取
材
の
機
会
も
編
集
量
も
増
え
、

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
で
し
た
。
出

来
る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
が
、
至

ら
な
い
点
が
次
々
出
て
く
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。来
年
は
、見
や
す
く

分
か
り
や
す
く
、そ
し
て「
意
見
を

聴
く
こ
と
」
を
心
が
け
た
い
と
思

い
ま
す
。
▼
今
年
も
残
す
と
こ
ろ

半
月
と
な
り
ま
し
た
。
風
邪
な
ど

に
気
を
つ
け
て
、
皆
さ
ん
よ
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。（
ス
ギ
）



　詩画公募展作品募集中

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

美
術
館
だ
よ
り
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０

１
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／
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編
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／

総
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課
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刷

／
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芦
北

総
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〒
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熊
本

県
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北
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芦
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町
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w

w
.ashikita-t.kum
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（
再

生
紙

使
用

）

《募集期間》　
　１月 31 日（火）まで（必着）
※テーマは自由です。詳しくは美術
館ホームページまたは美術館にお問
い合わせください。　　

　

本
展
で
は
、「
繋
が
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
星
野
富
弘
の
詩
画
作
品
と
、

漢
字
の
な
か
に
も
う
一
つ
意
味
を
持
た
せ
た
新
た
な
ア
ー
ト
作
品
『
こ
こ

ろM
oji

』
を
創
作
す
る
、
浦
上
秀

樹
の
作
品
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

作
品
に
は
、「
漢
字
」
の
な
か
に

隠
れ
て
い
る
「
ひ
ら
が
な
」
を
探

す
お
も
し
ろ
さ
と
、
そ
れ
を
見
つ

け
た
時
に
、
よ
り
一
層
テ
ー
マ
を

実
感
で
き
る
よ
う
な
感
動
も
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

肉
牛
の
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

田浦裕一さん
10 年ぶり４回目の受賞

　

11
月
４
日
に
菊
池
市
で
行
わ
れ
た
第
24

回
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
肉
畜
枝
肉
共
励
会
で
、

田
浦
裕
一
さ
ん
（
古
石
北
）
が
見
事
グ
ラ

ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

田
浦
さ
ん
は
第
13
回
、
14
回
に
連
続
チ

ャ
ン
ピ
オ
ン
に
な
っ
た
事
が
あ
り
、
今
回

は
10
年
ぶ
り
４
度
目
の
栄
誉
と
な
り
ま
し

た
。
田
浦
さ
ん
の
出
品
牛
は
枝
肉
単
価
で

１
キ
ロ
あ
た
り
９
０
２
０
円
の
高
値
で
取

引
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
肥
育
牛
部
会
と
し
て
は

３
年
連
続
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
賞

を
受
賞
し
て
お
り
、
今
回
出
品
さ
れ
た
７

頭
中
６
頭
が
Ａ
５
等
級
の
高
評
価
を
受
け
、

３
人
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

田
浦
さ
ん
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

▼
肉
牛
の
部

　

銅
賞　

川
口
誠
二
さ
ん
（
米
田
）

　

銅
賞　

松
田
道
夫
さ
ん
（
大
川
内
南
）

　第 10 回星野富弘美術館詩画公募
展において「富弘作品」にみられる、
一人ひとりの体験や感性から生まれ
る「いのちの尊さ・いのちの輝き」
を表現したオリジナルな詩画作品を
募集しています。あなた自身を詩画
で表現してみたいと思う方、ご出品
をお待ちしております。

◯ 

期
間　

２
月
12
日
㈰
ま
で　

◯ 

開
館
時
間　
　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

◯ 

休
館
日　

第
２
・
４
月
曜
日
、
年
末
年
始
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

「
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
ー 

星
野
富
弘
と
浦
上
秀
樹
作
品
展 

ー
」

▶
浦
上
秀
樹
作
品
「
幸
」

※
『
き
づ
き
』
と
い
う
ひ
ら
が
な
で
描
か
れ
て
い
ま
す
。

グランドチャンピオンの田浦さん（写真右側）　写真提供：ＪＡあしきた


